
12 死について 

 
１．人間の生命の始まり 創世記 2：7 

肉体＋命の息＝生きた者 
 

２. 人間の死の始まり  創世記 2：15～17 、3：1～6、3：17～19 

 

３. 死の状態 創世記 3：19 伝道 12：7 伝道 9：5、6、10 イザヤ 38：18 

肉体→土、ちり  命の息（霊・ルーアハ）→神に 
知性・感情・意志が無い 関係を持たない 
 

４. 死が打ち破られる時 テサロニケ第一 4：13～18 

 キリストの再臨の日 キリスト者はよみがえる 
 

５. キリスト者にとっての死 使徒 7：60 テサロニケ第一 4：13～15 

 キリスト者にとって死は眠り 
「疲れた義人たちにとって、それは幸福な休息である。時は、長かろうと短

かろうと、彼らにとってはほんの一瞬間にすぎない。彼らは眠っているので

ある。そして、神のラッパによって呼び起こされて、輝く不死が与えられる

のである」（『各時代の大争闘』下 302 頁）。 

 

６．サタンの欺瞞 イザヤ 8：19、20 

「心霊術の惑わしが、わたしに示された。そして、サタンは、イエスにあっ

て眠っているわれわれの身内や友人たちをよそおって、われわれの前に姿を

現す力を持っているのを、わたしは見た。」（『初代文集』425）。 

「わたしは、列車をみつめた。全世界がそれに乗っているように見えた。そ

れから、天使は、乗客の全員が仰ぎ尊んでいる立派で堂々とした車掌をわた

しに示した。・・・『それは、サタンである。彼は、光の天使を装っている車

掌である。彼は全世界を捕虜にしてしまった。彼らは、強力な欺瞞に惑わさ

れ、偽りを信じて滅びに陥る。・・・彼らはみな電光の速度で、滅びに向かっ

ている。』（同上 426-427）。 

現代スピルチュアル（占い）の特徴 

①人間を神格化する ②不思議に早くお手軽に ③現世主義 ④サタンの業 

 

７．聖書の見解 申命記 18:10～12 

 神様の御言葉 創世記 2：17 ヨハネ 6：40 

 サタンの欺瞞 創世記 3：4  


